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論 文 内 容 の 要 旨 
 100 年以上の間ディスプレイ・デバイスの主役としての役割を担ってきた CRT は、近年の FPD の高性能化、低価
格化により、その役割を変えようとしている。しかし、いまだに新興成長国ではカラーCRT TV の需要が衰えず、ま













最後に、広偏向角カラーTV 管用に開発した電子銃をさらに最適化し、解像度の高い 32''102°偏向角カラーTV 管を開
発した。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 カラーCRT（Cathode Ray Tube）は、航空機操縦席用の表示素子や放送局用のマスター・モニターに使用されて
いるばかりでなく、新興成長国において、17 から 20 インチの中型管を使用したカラーTV（テレビ）管としてその需
要が衰えていない。本論文は、今後も需要があり続けるカラーCRT の高解像度化を阻害する要因の解明と高解像度を
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 以上の解析結果をもとにして、モニター管、高偏向角カラーTV 管、低価格カラーTV 管の画面周辺歪みを改善する
ための３つの電子銃と、新たにひさし電極による非点収差を制御した主レンズを開発した。これらのレンズの最適化
により、解像度の高い 32 インチ 102°偏向角カラーTV 管を開発した。 
 以上のように本論文は超高解像度のカラーCRT の実現のための問題点を明らかにし、これを解決した新しい電子源
と主レンズの開発により解像度の高い 32 インチ 102°偏向角カラーTV 管を開発しており、この成果はディスプレイ
技術に大きく貢献するものであり、博士（工学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
